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P2本日のプログラム

19：00 １．開会・あいさつ

19：05 ２．情報提供
・活動の進捗状況

・今年度これからの活動 ～10月20日での検討含む

・来年度の活動（案）

・前回の振り返り（9月1日）

19：20 ３．意見交換の進め方

19：25 ４．意見交換

20：30 ５．まとめ・振り返り

21：00 閉会

P2



P3

検討

①協働の景観まちづくりの目的の共有（6/28）
今年度の取組の目的やスケジュールを共有します。

②中標津型景観整備機構（仮称）の事業メニューの検討（7/28）
先行事例などを参考に中標津に求められる景観整備機構の事業について検
討します。

③計根別の将来像の検討＠計根別（9/1）
10年後の計根別の将来像を検討します。

⑤計根別地区の来年度の取組の検討＠計根別（11/6）
計根別地区で来年度どんな取組を行なうか検討します。また、中標津型景
観整備機構が設立された際にどのような連携が考えられるかも検討します。

⑥Ｈ29の振り返りと来年度の取組の検討（1/15）
今年度の取組を振り返り、次年度に求められる取組や事業を検討します。

第1回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

第2回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

第3回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

第4回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

第6回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

第5回なかしべつ協働の景観まちづくりミーティング

④中標津型景観整備機構（仮称）の体制の検討（10/20）
今年度の活動と来年度に向けた活動の方向性を考えましょう。
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協働の景観まちづくりを進める
うえでの検討事項

・中標津型景観整備機構（仮
称）が担うべき役割
・将来の目指す姿
・体制

・事業メニュー（調査・景観学
習・情報発信：フォーラム、SNS
等）
・他団体との連携

・仲間づくり など

【市街地】
・中標津らしい色
・空き家、空き地
・看板
・緑化 など
【農村部】
・沿道からの眺望景観
・防風林の造成
・道路工作物 など

※検討内容や優先順位については
「なかしべつ協働の景観まちづく
りミーティング」で検討し進める。

※中標津型景観整備機構（仮称）と
しての試行も想定

全体スケジュール P5

〈中標津型景観整備機構（仮称）
の組織について〉

〈中標津町の景観形成・
推進方策について〉

済

済

済

済



P4活動の進捗状況 P4

広報活動

ニュースレター

・文化会館、ゆめの森公園、計根別支所に10部ずつ配布

Facebook

🔼中標津町の
情報発信 ▴イベントページ作成

・中標津町のイベントや魅力発信の記事の掲載

・イベントページの作成



P5活動の進捗状況 P5

沿道景観調査（9月16日頃～実施）

景観学習（中標津東小学校 10月31日実施）

・町民を中心に協力者を募り、写真を用いた景観調査を実施。

・グーグルマップの座標機能を用いて調査箇所を記録。

・小学生を対象に格子状防風林の成り立ちなど地域の自然・景観について学習を実施

・3D地図を作って防風林の防風効果や生態系維持の役割を学んでもらった。



P6今年度 これからの活動 ～10月20日での検討含む P6

色のワークショップ

景観まちづくりフォーラム

• ｢みんなか｣の進捗状況
の報告

• 沿道景観調査の報告
• 景観学習の報告

• 中標津の冬の景観の魅
力を発見するきっかけづ
くり

• 色の学習

大まかな内容

１日目（平成30年2月24日（土））

• 子どもたちを交えた色の学習
• まち歩きと中標津町の色探し

２日目（平成30年2月25日（日））

• 前日の色の学習の発表・講評
• 色についての講演
• TPCより活動報告

会場：しるべっと ２F 第一研修室 9:00～15:00

会場：なかまっぷ ２F ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ 10:00～17:00



P7今年度 これからの活動 ～10月20日での検討含む P7

１日目（平成30年2月24日（土）） ～色のワークショップ～

– 子ども達（親子参加）

– 楽しみながら中標津の色探しを通して、歴史文化、産業、まちの成り立ち
などを学んでもらう

– まち歩きを行い、冬の中標津町の魅力的な景観とまちの色を探す。

– 今の中標津の色と、昔に描かれた絵を比較して、違いを探す。

– まちなかエリア（町立病院→中心市街地を眺望）、開陽台エリア（開
陽台→市街地方面を眺望）などから見た際の色の違いなどを調べる。

– バスで巡ることも想定される。

– 単に色のことを学ぶだけでなく、まちの歴史や風土と絡めて中標津
の色を考えてもらう。

• 樹木の色～樹木ごとに育つ土壌や環境（日照、気象、地形など）の違い

• 住環境の色～極端に目立つ色、周りの景観となじんでいる色、違和感の
ある色などの認識

– 塗料カードを使って、実際の色の種類を探す。

– 良い組み合わせがあるかも探してみる。

しるべっと
2階

第一研修室



P8今年度 これからの活動 ～10月20日での検討含む P8

２日目（平成30年2月25日（日）） ～景観まちづくりフォーラム～

– 一般町民、事業者

– 協働の景観まちづくりの情報発信、｢みんなか｣の活動報告

– みんなかで検討してきた内容を報告する。

– 沿道景観調査の趣旨、調査結果を報告する。
• 沿道景観調査で撮影した写真を見てもらう

– 景観学習（中標津東小学校）の実施結果を報告する。
• 授業で使用した動画を見てもらう

– 前日に行った色の学習の結果を、参加した子どもたち
から発表してもらう。

– 色に関する基礎知識や景観まちづくりと色の関係性などに
ついて事例を交えながら講演していただく。

• 講師は企画と合わせて、引き続き検討していく

– 昨年度のフォーラムで配布した団体紹介冊子を、バージョンアップし
て今回も配布する。

▲発表のイメージ
（平成27年度なかしべつ景観
フォーラム）

▲講演のイメージ

なかまっぷ
2階

ｺﾐｭﾆﾃｨﾎｰﾙ



P9今年度 これからの活動 ～10月20日での検討含む P9



P10来年度以降の活動（案） P10

平成30年度

他都市の視察

関係する団体へのヒアリング

組織化に向けた環境整備

体制づくりのために考えられる取組

• 他都市の景観まちづくりや景観整
備機構の取組を視察する。

【考えられる都市】
奈良・京都・大阪・東京・愛知など

【考えられる団体】
中標津町/計根別農業協同組合・なかし

べつ観光協会・建築士会・商工会・建設
業協会・中標津町内会連合会 など

例えばNPO法人の場合…

・活動の目的・メニューの明確化
・理事、監事など構成員の決定
・組織のルールの決定

N-CAN E-Photo Club

体験観光ネットワーク

建設業協会

中標津農協

なかしべつ観光協会

商工会青年部 まちづくり協議会

計根別町内連合会

など

■10月20日の検討内容
• 公営住宅が建設予定※12月末に設計（木造・平屋）

• バイオマス産業都市の計画
• 新施設に対して、デザインマネジメントをしていく

( )

PR



P11前回の振り返り（9月1日） P11

第３回 協働の景観まちづくりミーティングin計根別（9月1日）

計根別地区の将来イメージの検討と“子どもた
ちとの協働”を実現するための取組を検討しまし
た！

計根別地区の１年の動き

老朽化した施設や碑の
保存活用

子供たちの作文や作品を
まとめた冊子の配布

街灯の整備や縁石の雑
草処理を要望

危険個所をまとめた
マップづくり

プランターの整備の実施
計根別独自の
防災訓練の実施

小学校跡地に
ある「あかしの碑」

第8回北海道農業高校生
ガーデニングコンテスト

中標津農業高校（札幌市民賞）



P12前回の振り返り（9月1日） P12
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P13前回の振り返り（9月1日） P13

知る
活動
する

発信する
まちが
元気に
なる

愛着
誇り

歴史や成り立ち

魅力の発見・掘
り起こし

できることから

楽しみながら取
り組む

身近な人から町内
外まで、たくさんの
人に知らせる

住みやすさ、産業・
文化が維持、向上

仲間が増える

地域に根付く

自慢のまち

移住･定住

UIJターン



P14前回の振り返り（9月1日） P14

•

•

•

•

小学校跡地

空き家・空き地

公園跡地

リストアップ

データベース化

使い方について
多世代で考える

農業高校
計根別学園
計根別の住民

使い方

保全
コミュニティの場
地域福祉の拠点
地域の学びの場
移住のお試し
維持管理
など

お試し活動

景観整備機構
町と連携した維持管理
デザインマネジメント
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P19前回の振り返り（9月1日） P19

•

•

•

•

•

中標津農業高校

ランタン
修景

計根別学園

連携授業または、
独自のふるさと教育

まちの
魅力探し

農高ツアー 街並み形成

景観整備機構
実践時の連携

コーディネート支援

情報発信
ニュースレター

ブログ
インスタグラム
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P24

24

•

•

•

講習
間伐
体験

観察
樹木解体
現場整理

樹木の育ち方
山林の役割
生態系

実際に間伐 山林の現況
切断面の構造

林業としての
作業体感



P25
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P26前回の振り返り（9月1日） P26

•

•

•

農業高校

地域情報の一元化（プラットフォーム）
• 地区で取り組む活動、行事
• 学校と一緒に取り組む活動
• インフォメーション など

計根別
学園

JA計根別
その他
個人
団体

行政

町 内 町外・観光客

SNSの活用
フェイスブック、
インスタグラムなど



27

• 様々な観光ニーズに対応するため、観光協会が作成。
• 資源別、テーマ別に30種類のおススメルートやスポットを掲載したリーフレットを

発行
– サイクリングマップ

– 美しい写真スポットマップ

– 家族連れ/カップル用マップ

30

計根別
だったら･･･



P28

• 人や団体みんなでつくる天草の情報ポータルサイト『天草Webの駅』では、個人や団体のホー
ムページ作成や、情報発信ができる。

• 会員登録をすることで自由に情報を投稿、発信ができる。

地域のPTAや漁協、農家、地区振興会、事業者などが情報発信している。

28

【主な機能】
・インフォメーション機能

・コミュニケーション機
能

・予約管理機能

・デジタル地図機能

・会員管理機能

・ショッピング機能

Web



P29

• 風景を観光資源にして、画像・動画共有ＳＮＳインスタグラムを活用。村の自然が織り成す一瞬の
美しさを捉えた写真を紹介するアカウントを活用

• 村内のアマチュアカメラマンに協力し、ほぼ毎日投稿。

29



P30前回の振り返り（9月1日） P30



P31全体ディスカッション P31

全体でディスカッション！！

来年度“はじめに”取り組んでいく景観まちづくり･･･とは

・子ども達も参加、一緒に取り組む活動

・計根別に愛着を持ってもらう活動

・景観整備機構との連携（デザインマネジメントなど）

※１年～複数年をかけて“子ども達の愛着を高める”ための景観まち
づくりを検討することも考えられます。


